
合格への道のり

私は働きながら、ほぼ独学での学習が中心でしたので、日々
仕事をしながら、いかに効率的に学習し、いかにわかりやす
い教材を使って合格するかにかかっていました。

まず、学習の一番の決め手は「合格必勝Web講座」（以下、
web 講座）です。
１年前は飯塚慶子先生ではなかったので、web 講座の選択に
躊躇しておりましたが、昨年から飯塚慶子先生とわかり、そ
れならやってみよう！という気持ちになりました。

平均 30分授業で、長くても 45分程度ですので、1コマ終了
後にトイレに行けるため、休憩時間をとることができ、集中
力が持続しました。毎晩、仕事から帰宅後、集中して夜 20
時から 21時が勉強時間の日課としました。ルーチンワーク
が固定されると、Web講座を視聴することが楽しくなりまし
た。

具体的には実際に、授業を受けているような気持ちになりま
した、飯塚先生が教科書に沿ってポイントを教えてくれます
ので、頭に入りやすく、視聴を２、3回繰り返しますと頭に
定着していることが実感できました。基礎を固める意味では、
科目ごとに２回以上は視聴することをお薦めします。そのあ
と、すぐにWebテストにチャレンジし、ガックリすることも
(笑 ) ありましたが、何度も繰り返し解くようにしました。

◆5月～ 6月
Web 講座は５月末から、まずは共通科目を開始しました。
また、５月～２月試験日までの予定をスケジュール帳に書き
込みました。とりあえず今の段階でのWeb講座スケジュール、
夏の飯塚先生の１日講座 (テコム大阪会場 )、11月の模擬試
験（テコム）、１２月、１月の飯塚先生の受験対策講座を申込
み、楽天の格安宿と飛行機の手配など、綿密な合格スケジュー
ルを自分なりに立てて臨みました。
細かいかもしれませんが、もう５月から、試験は始まってい
ると考えるようにしました。早い段階で、いかに、無理のな
い自分なりのスケジュールをたてて、実行できるかが合格の
鍵となると考えました。
もちろん、急な仕事や飲み会が入り、学習ができなかったと
きもありましたが、そのときは、できなかった分を次の日に
２日分まとめてする方法で、７月末には終えました。しかし、
後に２日分まとめて学習したところは、頭には入っていない
ことがわかりました。やむを得ず学習ができなかった場合は、
すぐ次の日に１日分だけでも、学習する方が結果的に身にな
ることがわかりました。

◆7月～ 8月
夏に入ってからの焦りは禁物です。８月は絶対にテコム主催
の飯塚先生の講座にでましょう。ここまで、集中して学習で
きなかった方も、修正するチャンスです。私は、当日は、先
生のスパルタ講義についていけず、家に帰りまた復習した記
憶があります。　
飯塚先生は、試験は１回限り！今ならまだ間違いは許される。
120％覚えておかないと、試験当日は、発揮できない。80～
100％の記憶ではダメです、と何度もおっしゃっていました。
まさにその通りです。試験は、魔物です。うろ覚えでは、確
かに試験当日に記憶が呼び起こせず、私はそれで２回目の試
験に大失敗しました。

国試対策の一番の決め手

私の合格体験記
S.D さん vol.1



合格への道のり (vol.1の続き)

国家試験を終えて

◆9月～ 10月
さて、秋になると、受験生は受験モードに入ります。社会人
で独学の私にとっては、なんとも不利な時期に入ります。学
生は、国試対策モードの環境に入るため、良い環境となりま
す。この時期から、私はさらに、飯塚先生の過去問攻略CD
を購入し、暗記し、さらに、国試対策過去問題集（テコム）
に取り組みました。同過去問題集は、他社と比較し、一問一
問の説明がわかりやすく、助かりました。

◆11月～ 1月
11月には東京で会場模試 (テコム ) を受けました。翌日の飯
塚先生の解説にもありましたが、同模擬試験は、やはり、本
番試験のような点数がでることも有名なので、ぜひ受けて欲
しいです。自分の実力がわかります。私はやはり半分の 75
点しか取れませんでした。
ここからが大事です。模擬試験は受けただけの方がかなり多
いとのことで、本当は模擬試験の復習をするかしないかで、
試験の合否が分かれることがわかりました。1、2年目は受
けただけで終っていましたが、飯塚先生から、それが最もダ
メなやり方だと教えられました。
１ページずつ、赤ペン、青ペンで大事なキーワードだけ線を
引き、復習しました。この作業が非常に大変で、１ヶ月かか
りましたが、思っていた以上に知識が頭の中に入ってよかっ
たと思います。
私が受験した模擬試験問題（テコム）は非常に良く作られて
おり、やはり、忠実に試験委員の専門などを考慮し、問題が
練られていると思いました。

◆試験本番
私は、国試までの１ヶ月は生ものを控え、昼はカップ麺ばか
りでしたが、夜は野菜、豆腐、納豆をたべ、力をつけました。
試験当日は、さすがに、４時間は集中力が切れる心配があり、
あえて、私は一番後ろから解きました (;’∀’)。これはあま
りオススメしませんが、集中力が途切れないように、先に難
しい更生保護、児童、障害者、文章問題から、前に向かうこ
とで、あと何問で終わるんだ！と自分に言い聞かせながら解
いていきました。

合格証書はもらいましたが、やはりモヤモヤしていますので、
過去問が発売になったら、今年の試験問題を購入して解き直
したいと思います。それで、私の３年間の社会福祉士国家試
験との闘いを納めたいと思います。
テコム編集委員の皆様、本当にお疲れ様でした。
私の合格体験記、少しですが伝わりましたでしょうか？
受験生の皆様に、少しでもお役に立てていただけると幸いで
す。

また、過去問にとらわれず、さすが、医療系の専門だけあり、
医学一般の問題も手強く、新しい問題づくりもされていると、
好評でした。
また、11月からは、振り返りで、合格教科書の表だけを、例
えば今日は、120ページの福祉事務所、児童相談所の実施主体
表を覚えようと、自転車で会社にいく 20分のみといった、い
ろいろなスキマ時間を有効活用しました。それが結果的には、
長続きして合格に結びついたと思っています。
12月、１月は模擬試験問題と、試験結果で赤マーク (正答率は
高いが、自分は間違えた問題 )を中心に、更に、私の苦手な、
現代社会、社会保障、障害者、介護保険を中心に覚え直しをし
ました。
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